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平
成
28
年
度

　

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
が
開
催
さ
れ
る

大
改
革
さ
れ
た
新
た
な
農
委
制
度
の
確
立
を
目
指
す
要
請
等
を
採
択

議
」「
情
報
提
供
活
動
の一
層
の
強

化
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
」

「
平
成
28
年
度
全
国
農
業
委
員

会
会
長
大
会
実
行
運
動
計
画
決

議
」を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し

た
。

　

決
意
表
明
は
、青
森
県
弘
前
市

農
業
委
員
会
、広
島
県
女
性
農
業

委
員
の
会
が
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
が

日
頃
か
ら
実
践
し
て
い
る
活
動
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、今
後
の
取

り
組
み
強
化
を
誓
い
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
立
ち「
第
8
回
耕
作

放
棄
地
解
消
活
動
表
彰
」の
表
彰

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。農
林
水
産

大
臣
賞
に
北
海
道
の
株
式
会
社

神
門
、農
村
振
興
局
長
賞
に
青
森

県
の
弘
前
市
農
業
委
員
会
、全
国

農
業
会
議
所
会
長
特
別
賞
に
静

岡
県
の
有
限
会
社
コ
ス
モ
グ
リ
ー

ン
庭
好
と
兵
庫
県
の
株
式
会
社

ふ
ぁ
ー
み
ん
サ
ポ
ー
ト
東
は
り
ま

が
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、自
由
民
主
党
衆
議

院
議
員
高
市
早
苗
総
務
大
臣
を

は
じ
め
、県
選
出
国
会
議
員
の
代

議
士
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
代
議
士
へ
は
要
請
書

の
手
渡
し
を
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
5
月
26
日
に
、全
国

農
業
会
議
所
主
催
の
2
0
1
6

年
度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大

会
が
、市
町
村
農
業
委
員
会
会

長
・
職
員
、都
道
府
県
農
業
会
議

役
職
員
等
約
2
，0
0
0
人
の

参
加
に
よ
り
、東
京
都
文
京
区
の

「
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
開
会
に
あ
た
り
、二
田

全
国
農
業
会
議
所
会
長
は「
制
度

が
変
わ
っ
て
も
、わ
れ
わ
れ
は
農
地

を
守
り
、有
効
利
用
を
促
進
す
る

こ
と
、そ
し
て
担
い
手
を
育
成
し

応
援
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
使

命
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
制
度
は
じ
ま
っ
て

以
来
の
大
改
革
と
な
っ
た
今
般
の

制
度
改
正
を
受
け
、新
た
な
農
業

委
員
会
組
織
の
活
動
強
化
に
向

け
て
、「
農
業
委
員
会
憲
章
」を

制
定
し
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、「
新

た
な
時
代
を
迎
え
た
農
業・農
村

の
成
長
に
向
け
た
政
策
提
案
決

議
」「
熊
本・大
分
等
地
震
へ
の
万

全
な
対
応
を
求
め
る
特
別
要
請

決
議
」「
新・農
地
を
活
か
し
、担

い
手
を
応
援
す
る
全
国
運
動
の

推
進
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
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新
た
な「
農
業
委
員
会
憲
章
」

は
、4
月
1
日
よ
り
施
行
さ
れ
た

新
農
業
委
員
会
法
に
お
い
て
農
業

委
員
会
制
度
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、農
業
委
員
と
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が一体
と
な
っ

て
、「
農
地
利
用
の
最
適
化
」に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
力
に
推
進
し

て
い
く
内
容
と
な
って
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、農
業
委
員
会
組
織

と
し
て
都
道
府
県
段
階
ま
た
は

全
国
段
階
で
活
動
し
て
き
た
都

道
府
県
農
業
会
議
と
全
国
農
業

会
議
所
は
、農
業
委
員
会
の
支
援

組
織
と
し
て
機
能
を
強
化
す
る
た

め「
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
構
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。農
業
委
員
会
を
は
じ
め
そ

れ
ぞ
れ
の
組
織
が一丸
と
な
り
、組

織
が
求
め
ら
れ
る
役
割
に
対
し
、

適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
下

で
、
ミ
ズ
ナ
の
収
穫
作
業
体
験

や
山
口
農
園
の
会
社
概
要
・
取

り
組
み
内
容
の
説
明
、
調
整
作

業
体
験
と
堆
肥
場
の
見
学
、
新

規
就
農
や
農
業
法
人
就
業
に
向

け
た
支
援
施
策
の
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
農
業
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
認
識
で
き
た
」

「
就
業
や
就
農
に
向
け
た
心
構

え
に
つ
い
て
教
え
て
頂
け
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

を
強
化
す
る
た
め
、区
域
ご
と
に

新
た
に「
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
」を
委
嘱
し
、農
業
委
員
と

連
携
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
た
、農

業
委
員
は
こ
れ
ま
で
の
選
挙
制
と

市
町
村
長
の
選
任
制
に
よ
る
選

出
か
ら
、市
町
村
長
の
任
命
制
に

よ
る
選
出
へ
と
変
更
と
な
り
ま
し

た
。そ
の
際
、原
則
農
業
委
員
の

過
半
を
認
定
農
業
者
と
す
る
こ

と
や
、女
性
や
青
年
の
登
用
を
進

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

の
総
合
的
な
経
営
管
理
能
力
が

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る
農
業
経

営
者
の
下
で
就
業
体
験
を
行
う

こ
と
で
、
①
食
料
生
産
の
重
要

性
と
現
状
把
握
②
農
業
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
③
農

業
法
人
へ
の
就
職
を
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
、
県
農
業
会
議
な

ら
び
に
県
農
業
法
人
協
会
が
共

催
し
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
口
貴
義
代
表
取

締
役
社
長
の
ほ
か
山
口
農
園
の

　

去
る
5
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
に

お
い
て
、新
た
な「
農
業
委
員
会
憲

章
」が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

食
料・農
業・農
村
基
本
法
の
制
定

を
契
機
と
し
て
、平
成
11
年
度
全

国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
で
採

択
さ
れ
た
旧
憲
章
は
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
28
年
4
月
1
日
に
施
行

さ
れ
た「
農
業
協
同
組
合
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
」に

よ
り
農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。担
い
手
への
農
地
利
用

の
集
積・集
約
化
や
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消
、新
規
参
入
の

促
進
に
よ
る
農
地
等
の
利
用
の
効

率
化
･
高
度
化
を
促
進
す
る
た

め
、農
業
委
員
会
の
必
須
事
務
と

し
て「
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推

進
」が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
は
、農
地
等
の
利

用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
体
制

 

「
農
業
法
人
1
日
就
業
体
験

i
n
奈
良
」
が
6
月
19
日
、
宇

陀
市
の
（
有
）
山
口
農
園
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
奈
良
県
内
で

農
業
を
始
め
た
い
な
ど
と
す
る

14
人
が
県
内
外
か
ら
参
加
し
ま

し
た
。

  

農
業
も
就
職
先
の
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
、
奈
良

県
内
で
も
農
業
法
人
等
へ
の
雇

用
就
農
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
経
営
理
念

や
販
売
戦
略
・
生
産
技
術
な
ど

４
月
１
日
か
ら
新
た
な
農
業
委
員
会
制
度
が
ス
タ
ー
ト

農
業
法
人
1
日
就
業
体
験（
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

i
n
奈
良　

開
催
！

奈
良
県
農
業
会
議
は
「
農
業
委
員
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
奈
良
県
機
構
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
下
農
業
委
員
会
を
支
援

新
た
な「
農
業
委
員
会
憲
章
」

定
ま
る

　
　
　

農
業
委
員
会
憲
章

　

私
た
ち
農
業
委
員
会
は
、
農
業
・
農
村
を
守
り
、
そ
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す

る
た
め
、
法
令
遵
守
と
高
い
倫
理
観
を
持
ち
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
以
下
の
憲
章
を
遵
守
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

一
、 

農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

農
業
・
農
村
の
代
表
と
し
て
、

　
　
　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
実
現
に
努
め
、

　
　
　

国
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
ま
す
。

 

一
、 

農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

食
料
の
自
給
率
と
自
給
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、

　
　
　

適
正
な
農
地
行
政
に
努
め
、

　
　
　

優
良
農
地
の
確
保
と
効
率
利
用
を
進
め
ま
す
。

　
一
、 

農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

農
地
利
用
の
最
適
化
を
め
ざ
し
、

　
　
　

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解

　
　
　

消
、
新
規
参
入
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

 

一
、 

農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

認
定
農
業
者
や
新
規
参
入
者
等
の
意
欲
あ
る
担
い
手
の

　
　
　

育
成
・
確
保
と
経
営
支
援
を
強
化
し
、

　
　
　

農
業
・
農
村
の
持
続
的
発
展
に
努
め
ま
す
。

 
一
、 
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

暮
ら
し
と
経
営
に
役
立
つ
情
報
の
収
集
・
提
供
に
努
め
、
活
力
あ
る
農
業

　
　
　

と
農
村
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

農政なら463.indd   2農政なら463.indd   2 16/07/27   16:2516/07/27   16:25



　

平
成
28
年
4
月
1
日
に
改
正

農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
、

「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
が
農
業

委
員
会
で
「
必
須
業
務
」
に
な

り
ま
し
た
。
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
に
つ
い
て
、
農
業

委
員
会
組
織
と
し
て
も
「
新
・

農
地
を
活
か
し
、
担
い
手
を
応

援
す
る
全
国
運
動
」（
平
成
28
年

か
ら
30
年
ま
で
の
3
ヵ
年
運
動
）

を
発
足
さ
せ
、
対
策
に
引
き
続

き
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
制
度
で
は
農
地

1
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
1
人

の
割
合
を
目
安
に
、
農
業
委
員

会
が
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
委
嘱
し
、
農
業
委
員
や
事

務
局
と
連
携
し
た
現
場
活
動
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
活
動
を
目
に
見
え

る
も
の
と
し
、
地
域
農
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
も
、
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調
査
）

に
よ
る
地
域
の
農
地
利
用
の
総

点
検
や
遊
休
農
地
の
把
握
、
農

地
中
間
管
理
機
構
等
を
活
用
し

た
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解

消
、
無
断
転
用
防
止
へ
の
働
き

か
け
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

  

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
実
施

期
間
は
、
平
成
28
年
8
月
〜
11

月
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、

現
場
の
実
情
に
応
じ
て
そ
れ
以

外
の
時
期
に
設
定
す
る
こ
と
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

  

農
業
委
員
会
と
し
て
の
取
り

組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
実
施
時
期

　

各
農
業
委
員
会
で
の
「
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
に
つ
い
て

は
、
総
会
等
で
検
討
を
図
り
、

あ
ら
か
じ
め
実
施
時
期
を
明
確

に
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

２
．
対
象
農
地

　

市
町
村
管
内
の
全
て
の
農
地

が
対
象
で
す
。

３
．
実
施
内
容

（
１
）
遊
休
農
地
お
よ
び
遊
休
化

の
お
そ
れ
が
あ
る
農
地
の
把
握

（
２
）
農
地
法
の
許
可
案
件
の
履

行
状
況
の
確
認

（
３
）
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
よ
る
利
用
権
設
定
等
農
地

の
履
行
状
況
の
確
認

（
４
）
農
地
の
違
反
転
用
の
早
期

発
見
・
是
正

（
５
）
相
続
税
又
は
贈
与
税
の
納

税
猶
予
適
用
農
地
の
利
用
状
況

の
確
認

（
６
）
仮
登
記
農
地
の
利
用
状
況

の
確
認

　

平
成
28
年
6
月
1
日
か
ら
9

月
30
日
ま
で
の
期
間
、「
奈
良
県

農
薬
危
害
防
止
運
動
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
農
薬
の
適
正

な
使
用
及
び
保
管
管
理
等
の
徹

底
が
、
食
品
の
安
全
性
確
保
、

県
民
の
健
康
保
護
及
び
生
活
環

境
の
保
全
を
考
え
る
上
で
極
め

て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県

の
機
関
や
団
体
が
連
携
し
て
周

知
啓
発
を
行
い
、
農
薬
の
不
適

正
な
取
り
扱
い
に
よ
る
危
害
を

防
止
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

学
校
、
保
育
所
、
病
院
、
公

園
等
の
公
共
施
設
、
街
路
樹
、

住
宅
地
と
こ
れ
に
近
接
す
る
土

地
、
住
宅
地
に
近
接
す
る
森
林

等
及
び
住
宅
地
に
近
接
し
た
家

庭
菜
園
・
市
民
農
園
で
、
農
薬

の
飛
散
を
原
因
と
す
る
、
住
民

や
子
ど
も
等
へ
の
健
康
被
害
が

発
生
し
な
い
よ
う
、
農
薬
を
使

（
７
）
営
農
型
発
電
設
備
が
設
置

さ
れ
た
農
地
の
適
切
な
営
農
状

況
の
確
認

（
８
）
農
業
者
年
金
制
度
に
か
か

る
特
定
処
分
対
象
農
地
の
利
用

状
況
の
確
認

４
．
実
施
体
制

　

旧
市
町
村
や
大
字
等
、
適
当

な
範
囲
で
区
域
を
区
切
り
、
地

区
担
当
の
農
業
委
員
と
事
務
局

に
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
農
業

委
員
会
協
力
員
や
地
域
農
業
に

精
通
し
た
者
、
市
町
村
職
員
、

農
業
団
体
等
の
協
力
を
得
て
実

施
し
ま
す
。

５
．
実
施
手
順

（
１
）
事
前
準
備

①
「
実
施
要
領
」
等
の
決
定

　

実
施
期
間
や
調
査
の
方
法
等

を
明
ら
か
に
し
た
「
実
施
要
領
」

な
ど
を
決
定
し
対
応
を
図
り
ま

す
。

②
推
進
会
議
（
仮
称
）
の
開
催

　

実
施
者
を
対
象
に
推
進
会
議

を
開
催
し
、
意
思
統
一
を
図
り

ま
す
。

③
地
図
等
の
用
意

　

地
図
や
こ
れ
ま
で
実
施
し
た

調
査
結
果
等
を
用
意
し
ま
す
。

④
マ
ス
コ
ミ
等
へ
の
周
知

　

調
査
を
実
施
す
る
旨
を
地
元

新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
等
の
マ
ス

コ
ミ
へ
周
知
を
図
り
ま
す
。

（
２
）
調
査
方
法

①　

道
路
か
ら
の
目
視
で
確
認

用
し
な
い
管
理
や
散
布
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
で
も
、
農
薬
の

飛
散
防
止
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
で
呼
び
か
け
る
取
り
組
み
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」

「
奈
良
県
農
薬
危
害
防
止
運
動
」

が
実
施
中

の
う
え
調
査
し
ま
す
。

②　

目
視
に
よ
り
遊
休
化
等
が

確
認
さ
れ
た
場
合
は
現
地
で
写

真
を
撮
り
、
そ
の
旨
を
地
図
等

に
記
録
し
ま
す
。
な
お
、
す
で

に
山
林
化
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
場
合
も
調
査
し
た
こ

と
と
し
ま
す
。

（
３
）
調
査
結
果
の
整
理

①
調
査
結
果
の
整
理

②
荒
廃
農
地
調
査
へ
の
反
映

③
農
地
基
本
台
帳
等
へ
の
反
映

④
「
人
･
農
地
プ
ラ
ン
」
作
成

活
動
へ
の
反
映
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農
業
会
議
だ
よ
り

《
全
国
農
業
図
書　

新
刊
紹
介
》

◎
耕
作
放
棄
地
解
消
活
動
事
例
集

v
o
l
・
8

　

平
成
27
年
度
の「
第
8
回
耕
作
放
棄
地

発
生
防
止・解
消
活
動
表
彰
事
業
」で
表
彰

さ
れ
た
活
動
事
例
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

  

農
林
水
産
大
臣
賞
な
ど
受
賞
事
例
の
取

り
組
み
を
写
真
入
り
で
紹
介
し
た
ほ
か
、応

募
い
た
だ
い
た
多
数
の
事
例
の「
ポ
イ
ン
ト
」

を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。

  

各
地
域
で
の
耕
作
放
棄
地
対
策
の
ご
参
考

と
し
て
、農
業
委
員
な
ど
地
域
リ
ー
ダ
ー
の

皆
さ
ん
に
ご一読
い
た
だ
き
た
い
冊
子
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5
1
5
円

《
県
農
業
会
議
関
係
会
議
日
程
》

8
月
2
日

・
常
設
審
議
委
員
会

8
月
5
日

・
一
般
社
団
法
人
奈
良
県
農
業
会
議

　

第
1
1
9
回
通
常
総
会

9
月
2
日

・
常
設
審
議
委
員
会

10
月
3
日

・
常
設
審
議
委
員
会

10
月
26
日

・
奈
良
県
農
業
委
員
大
会

下
市
町
農
業
委
員
会 

会
長

水
井　

棟
三

　

下
市
町
は
、
昔
は
大
峰
山
登
山

の
登
山
口
と
し
て
、
旅
館
が
多
く

立
ち
並
び
、
又
吉
野
林
業
の
最
盛

期
に
は
材
木
の
集
積
地
と
し
て
、

丸
太
か
ら
柱
や
板
を
と
っ
た
残
り

か
ら
吉
野
杉
割
り
箸
を
作
り
日
本

一
の
生
産
地
と
し
て
発
展
。

　

吉
野
川
に
か
か
る
千
石
橋
は
、

そ
の
昔
一
日
千
石
の
米
が
橋
の
上

を
通
過
す
る
の
で
名
付
け
ら
れ
た

と
も
言
わ
れ
て
お
り
そ
の
名
残
か

二
月
の
「
初
市
」
は
大
変
な
人
出

で
大
賑
わ
い
で
し
た
。
そ
れ
が
現

代
人
口
6
，
0
0
0
人
を
割
り
込

み
、
一
地
区
10
人
前
後
の
限
界
集

落
も
見
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
来
て

い
ま
す
。

　

吉
野
川
、
秋
野
川
、
丹
生
川
の

三
河
川
が
流
れ
そ
の
流
域
で
農
業

は
米
と
野
菜
（
白
菜
、
大
根
）
又

菊
や
バ
ラ
の
花
卉
栽
培
、
山
の
傾

斜
地
で
の
サ
カ
キ
、
高
野
槙
栽

培
、
国
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
の
梅
、

柿
、
ぶ
ど
う
、
ス
イ
カ
の
果
樹
栽

培
と
地
形
に
あ
っ
た
作
物
を
考
え

て
耕
作
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

昔
吉
野
地
方
で
多
く
の
家
々
で
栽

培
さ
れ
て
い
た
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
ト

ウ
キ
の
薬
草
や
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
の

栽
培
を
農
家
に
呼
び
掛
け
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
薬
草

栽
培
で
は
、
荒
井
知
事
さ
ん
を
先

頭
に
県
の
担
当
者
の
方
々
の
ご
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
県
南
部
農
林

と
農
家
の
橋
渡
し
を
農
業
委
員
会

と
し
て
や
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
下
市
特
産
の
柿
の
販
路

拡
大
を
は
か
り
、
「
海
外
富
裕
層

へ
の
輸
出
も
視
野
に
攻
め
の
農
業

を
推
し
進
め
て
行
か
な
く
て
は
」

と
町
の
担
当
者
も
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

農
家
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

T
P
P
交
渉
で
の
大
幅
な
市
場
開

放
、
今
後
農
業
委
員
会
は
、
県
や

町
行
政
並
び
に
農
業
会
議
、
農
協

等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
将
来
に
渡
り
、
か
け
が
え
の

な
い
美
し
い
農
地
を
次
の
世
代
に

引
き
継
い
で
行
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
国
農
業
新
聞
の
読
者
を
増
や
そ
う

〜
農
業
委
員
会
と
農
業
者・地
域
と
の
絆
づ
く
り
〜

農
業
委
員
会
の「
情
報
提
供
活
動
」

"農“
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
農

業
委
員
会
の
組
織
情
報
誌

で
、
全
国
農
業
会
議
所
が

発
行
し
て
い
ま
す
。
「
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
」
の
第
6
条
第
3
項
第

2
号
等
に
基
づ
く
「
農
業

一
般
に
関
す
る
調
査
及
び

情
報
の
提
供
」
活
動
の
ひ

と
つ
で
す
。

　

農
業
委
員
会
法
6
条
3

項
に
は
、
農
業
委
員
会
が

地
域
の
農
業
振
興
を
図
る

こ
と
や
、
農
業
の
健
全
な

発
展
に
寄
与
す
る
た
め
に

求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
農

業
委
員
会
自
ら
が
主
体
的

に
行
動
を
起
こ
し
て
い
く

こ
と
が
基
本
と
な
る
業
務

で
あ
り
、
農
業
委
員
会
の

「
情
報
提
供
活
動
」
も
こ

の
3
項
に
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
法
改
正
に
よ
り
農

業
委
員
会
が
新
た
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
農

地
利
用
最
適
化
業
務
は
、

　

昨
年
10
月
29
日
に
開
催

し
た
「
奈
良
県
農
業
委
員

大
会
」
時
に
は
、
農
業
委

員
1
人
2
部
以
上
の
新
規

購
読
申
し
込
み
の
確
保
を

申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

全
国
農
業
新
聞
の
読
者
を

増
や
し
、
地
域
の
農
業
者

な
ど
へ
の
情
報
提
供
活
動

を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

情
報
提
供
活
動
な
し
で
は

成
果
を
期
し
難
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
農
業
委
員
や

農
地
最
適
化
推
進
委
員
等

農
業
委
員
会
関
係
者
が
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、
情
報
活
動
は
、

農
業
委
員
会
の
諸
業
務
を

的
確
に
進
め
、
実
行
あ
る

取
り
組
み
と
す
る
た
め
の

基
礎
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
農
業
委
員
会
の

活
性
化
の
観
点
か
ら
も
そ

の
重
要
性
が
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
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